
藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
、
藤
島
中
学
校
の
改
築

決
定
後
に
、
先
送
り
し
て

き
ま
し
た
。

昨
年

月
に
開
か
れ
た

12

市
教
育
委
員
会
の
定
例
会

合
で
、
義
務
教
育
学
校
開

校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
藤
島

文
厚
エ
リ
ア
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、

月

日
に
庁

12

26

内
検
討
会
議
が
開
か
れ
、

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

武
道
館
と
児
童
館
は

解
体
し
、
活
動
セ
ン

タ
ー
は
改
築
し
な
い

文
厚
エ
リ
ア
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
（
区
分
）
は
３
つ
で

す
（

。

左
図
）

①
教
育
ゾ
ー
ン

◎
小
中
学
校

<

義
務
教
育
学
校>

藤
島
小
、
渡
前
小
、
東

、

、

栄
小
藤
島
中
を
統
合
し

藤
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
施
設
一
体
型
義
務
教
育

学
校
を
整
備
す
る
。

将
来
の
児
童
生
徒
数
の

増
減
や
教
育
活
動
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
教

室
や
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
用

途
に
応
じ
て
柔
軟
に
使
い

分
け
ら
れ
る
よ
う
施
設
計

画
と
す
る
。

<

武
道
場>

現
有
の
武
道
館
は
学
校

整
備
と
合
わ
せ
先
行
解
体

す
る
。

義
務
教
育
学
校
内
に
設

置
す
る
武
道
場
を
地
域
開

放
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
活
用
で
き
る
施
設
と

す
る
。

<

学
童
事
業>

。

新
校
舎
内
で
実
施
す
る

学
校
施
設
を
活
用
し
た

事
業
が
行
え
る
よ
う
学
校

施
設
整
備
を
進
め
る
。

◎
児
童
館

学
童
事
業
は
、
義
務
教。

育
学
校
校
舎
で
実
施
す
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
・
健
全
育
成
事
業
太
（

鼓
・
書
道
教
室
等
）
は
、

近
隣
施
設
に
お
け
る
実
施

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

現
有
施
設
は
廃
止
す
る
。

②
地
域
活
性
化
ゾ
ー
ン

◎
活
動
セ
ン
タ
ー

適
切
な
維
持
管
理
を
行

い
今
後
も
活
用
す
る
。

ま
た
、
義
務
教
育
学
校

内
で
行
う
学
童
事
業
と
の

連
携
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
・
健
全
育
成
事

業
な
ど
の
実
施
も
検
討
す

る
。

③
民
間
活
用
ゾ
ー
ン

◎
余
剰
地

将
来
的
な
民
間
活
用
を

視
野
に
活
用
方
法
を
検
討

す
る
。

百
瀬
委
員
が
要
望

藤
島
児
童
館
の
指
定
管

理
者
の
百
瀬
裕
慶
委
員
か

ら
文
書
が
提
出
さ
れ
、
庄、

内
町
の
支
援
セ
ン
タ
ー
や

三
川
町
の
テ
オ
ト
ル
の
よ

う
な
、
子
育
て
支
援
施
設

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

（
下

。
図
）

義
務
教
育
学
校
以
外

は
新
し
い
施
設
は
無

藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
具

体
案
で
は
、
義
務
教
育
学

校
以
外
は
新
し
い
施
設
整

備
が
あ
り
ま
せ
ん
。

藤
島
児
童
館
と
藤
島
武

道
館
は
解
体
さ
れ
ま
す
。

手
狭
で
、
懸
案
と
な
っ

て
い
た
図
書
館
藤
島
分
館

（
旧
郡
会
議
事
堂
内
）
の

移
転
・
新
築
は
、
市
の
図

書
館
改
築
が
佐
藤
聡
・
新

市
長
の
意
向
で
白
紙
状
態

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
白

紙
で
す
。

旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
解
体
も
、
所
管
す
る
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
白

紙
状
態
で
す
。

藤
島
地
区
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
は
、
旧
藤
島
町
の

中
央
公
民
館
と
し
て
、
昭

和

（
１
９
７
８
）
年

53

11

月
に
建
設
さ
れ
、

年
が

48

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
改

築
さ
れ
ま
せ
ん
。

藤
島
庁
舎
で
は
、
文
厚

エ
リ
ア
の
将
来
構
想
に
期

待
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
実
に
は
、
市
長
の
財
政

「
健
全
化
」
優
先
の
方
針

の
も
と
に
、
藤
島
の
独
自

性
は
発
揮
さ
れ
な
い
計
画

で
す
。

予
算
と
権
限
を
失
っ
た。

平
成
大
合
併
の
痛
み
で
す
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藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
あ
り
方

藤
島
の
独
自
性

発
揮
さ
れ
な
い
計
画

藤
島
地
域
義
務
教
育
学
校
設
立
準
備
委
員
会
の
第
３
回
会

議
が

日
、
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

22

た
。「

義
務
教
育
学
校
」
の
校
舎
建
設
は
、
藤
島
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
す
る
こ
と
や
、
藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
あ
り
方
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。



藤
島
地
域
の
義
務
教
育

学
校
は
、
令
和

年
度
統

11

合
で

学
級
（
特
別
支
援

17

学
級
除
く
）
で
、
３
年
の

み
１
ク
ラ
ス
。

令
和

年
度
に
新
校
舎

14

に
移
動
で
は
、
１
、
２
、

６
年
が
１
ク
ラ
ス
。

出
生
数
が

人
以
下
が

30

続
け
ば
、
令
和

年
度
は

21

す
べ
て
１
ク
ラ
ス
で
９
学

級
に
な
り
ま
す
。

中
学
校
改
築
だ
け
な
ら。

余
る
の
は
３
ク
ラ
ス
だ
け

９
年
制
は
９
ク
ラ
ス
が

余
る
壮
大
な
ム
ダ
。

出
生
数
が
安
定
し
な
い

時
期
の
学
校
改
築
の
難
し

さ
で
、
児
童
生
徒
数
が
減

っ
て
も
施
設
規
模
は
縮
ま

ら
な
い
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
は
高
い
ま
ま
で
す
。

比
例
は
ぶ
れ
な
い
党
に

な
ぜ
今
な
の
か
判
ら
な

い
選
挙
が
始
ま
っ
た
。
忙

し
く
て
選
挙
ナ
ン
テ
考
え

る
ヒ
マ
が
な
い
・
物
価
高

で
国
民
が
苦
し
ん
で
い
る

か
ら
こ
の
予
算
な
ん
だ
と

言
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が

全
部
ウ
ソ
だ
っ
た
ん
だ
。

▲
し
て
、
食
費
に
か
か
る

消
費
税
を
２
年
間
ゼ
ロ
に

す
る
と
の
公
約
だ
。
維
新

と
交
わ
し
た
文
書
に
そ
う

書
い
て
あ
り
、
自
分
の
考。

え
も
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
と

他
人
に
言
わ
れ
れ
ば
、
代

わ
り
の
財
源
が
何
処
に
あ

る
ん
だ
と
威
張
っ
て
い
た

く
せ
に
。
国
会
に
出
す
予

算
で
も
そ
う
な
っ
て
い
る

の
か
？
口
は
便
利
だ
。

、

▲
首
相
の
記
者
会
見
に
は

問
題
の
裏
金
も
政
治
資
金

も
、
統
一
教
会
も
出
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

選
挙
は
、
高
市
早
苗
が
首

相
で
良
い
の
か
を
国
民
に

問
う
ん
だ
と
。
臭
い
物
に

は
蓋
を
し
て
、
人
気
の
あ

る
自
分
を
前
に
出
し
て
誤

魔
化
そ
う
と
言
う
ん
だ
。

日
本
は
首
相
を
選
ぶ
選
挙

制
度
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
。

▲
誤
魔
化
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
の

が
「
中
道
」
を
名
乗
る
新

、
党
も
。
第
一
・
何
が
基
準

で
中
道
な
ん
だ
か
判
ら
ん

で
し
ょ
。
敵
基
地
先
制
攻

撃
が
出
来
る
「
安
保
３
文

書
」
を
合
憲
だ
と
言
っ
て

い
る
ヨ
。
企
業
献
金
も
許

し
て
透
明
化
だ
と
サ
。
公

明
は
自
民
と
一
緒
だ
っ
た、

か
ら
そ
れ
で
良
か
ろ
う
が

立
憲
は
両
方
と
も
否
定
し

て
い
た
ん
だ
ろ
が
。

▲
自
民
が
喜
ぶ
公
約
で
中
「

道
」
な
の
か
い
。
ま
・
自

民
か
ら
も
同
調
者
を
引
っ

張
り
た
い
と
も
い
っ
て
い

た
が
サ
。
こ
れ
じ
ゃ
支
持

者
を
ま
と
め
て
自
民
に
引

っ
張
り
込
む
こ
と
に
な
る

よ
。
つ
ま
り
行
く
末
は
、

戦
中
の
「
大
政
翼
賛
会
」

み
た
い
な
姿
カ
ナ
？

▲
選
挙
の
た
び
に
離
合
集

散
は
あ
っ
た
が
、
公
明
と

組
ん
で
小
さ
く
な
っ
た
党

が
あ
る
ん
だ
が
、
同
じ
道

の
心
配
は
・
・
石
川
）

（

友
を
尋
ね
て
遇
わ
ず

城
貞
（
藤
の
花
）

尋
友
不
遇

と

も

た

ず

あ

六
葉

霏
霏
た
り
日
を
見
る
こ
と
稀
な
り

六
葉
霏
霏
見
日
稀

ろ
く
よ
う

ひ

ひ

ひ

み

ま
れ

漫
に
寒

骨
に
徹
し
て
冬
衣
を
着
け
る

漫
寒
徹
骨
着
冬
衣

み
だ
り

か
ん

ほ
ね

て
つ

と

う

い

つ

里
居

尺
雪

行
跡

無
し

里
居
尺
雪
無
行
跡

り

き

よ

し
や
く
せ
つ

こ
う
せ
き

な

応
に
是

親
朋

出
で
て
帰
ら
ざ
る
べ
し

応
是
親
朋
出
未
帰

ま
さ

こ
れ

し

ぽ

う

い

か
え

雪
が
し
き
り
に
休
み
な
く
降
り
続
き

太
陽
を
見
る
こ
と
は
な
く

な
っ
て
き
た
。

な
ん
と
な
く
寒
さ
が
身
に
し
み
て
強
く
感
じ
る
の
で

厚
い
冬
の

服
を
か
さ
ね
る
。

人
家
が
こ
み
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
家
の
道
に
は

一
尺
ほ
ど
の

雪
が
積
も
り

歩
い
た
足
跡
が
み
ら
れ
な
い
。

き
っ
と
友
は
外
出
し
た
ま
ま

ま
だ
家
に
帰
っ
て
い
な
い
に
違
い

な
い
。

＝
雪
の
別
称
。

六
葉

＝
雨
雲
が
し
き
り
に
降
る
こ
と
。

霏
霏＝

太
陽
。

日
＝
な
ん
と
な
く
。

漫
＝
み
と
め
る
。

徹

。

里
居
＝
人
家
が
こ
み
あ
っ
て
い
る
こ
と

＝
一
尺
ほ
ど
の
雪
。

尺
雪

＝
足
跡
。

行
跡＝

ま
さ
に
・
・
・
べ
し
。

応
＝
・
・
・
は
・
・
・
だ
。

是

＝
し
た
し
い
友
人
。

親
朋

（

）

画

加
藤
貞
雄

藤
島
中
の
改
築
な
ら
３
ク
ラ
ス
余

る
が
、
９
年
制
は
９
ク
ラ
ス
余
る

藤島地域の義務教育学校の生徒数と学級数

令和11年度の場合

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年合計

児童生徒数 48 58 34 54 52 56 58 66 64 490

通常学級数 2 2 1 2 2 2 2 2 2 17

令和14年度（新校舎）の場合

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年合計

児童生徒数 30 33 44 48 58 34 54 52 56 409

通常学級数 1 1 2 2 2 1 2 2 2 15


